
　

こ
の
時
期
、
議
会
棟
（
第

二
棟
）
か
ら
見
え
る
冠
雪
の

壮
観
な
勇
姿
の
富
士
に
励
ま

さ
れ
る
気
が
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
は
、
開
催
日
と

衆
議
院
議
員
選
挙
の
公
示
日

が
重
な
っ
た
中
で
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
経
済
の
好
循
環

と
政
治
の
安
定
が
求
め
ら
れ

た
総
選
挙
の
結
果
は
、
我
が

市
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
ま

す
。
本
会
議
２
日
目
に
は
、

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ

２
」の
打
ち
上
げ
が
成
功
し
、

我
が
国
の
技
術
力
を
世
界
に

示
す
好
機
と
期
待
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
一
般
質

問
を
初
め
、
条
例
改
正
や
補

正
予
算
や
債
務
負
担
行
為
な

ど
行
政
運
営
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
し
た
。
三
常
任
委
員

会
、
二
特
別
委
員
会
で
は
活

発
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
た
な
陳
情
や
研
究
課

題
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
休

会
中
で
も
議
員
全
員
が
調
査

研
究
・
研
鑽
を
積
み
、
次
回

定
例
会
に
は
議
論
が
で
き
る

事
と
思
い
ま
す
。

　

最
終
日
頃
に
は
、
全
国
で

爆
弾
低
気
圧
に
よ
る
冬
の
嵐

が
吹
き
荒
れ
降
雪
被
害
や
交

通
の
乱
れ
等
の
報
道
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
昨
年
２
月
、
50

㎝
超
の
大
雪
を
２
回
続
け
て

経
験
し
た
私
達
に
も
、
実
感

が
伝
わ
っ
て
来
る
出
来
事
で

し
た
。
本
会
議
の
様
子
は
、

録
画
で
配
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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を
作
り
医
療
・
福
祉
・
教
育

な
ど
生
活
機
能
の
強
化
、
交

通
の
整
備
や
住
民
の
交
流
、

人
材
育
成
な
ど
33
事
業
を
実

施
し
、
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
こ
と
を
研
修
し
ま
し

た
。

②
県
の
西
部
に
位
置
す
る
町

で
、
90
％
以
上
が
森
林
の
典

型
的
な
山
間
地
で
定
住
化
の

た
め
、
住
宅
支
援
、
若
年
者

定
住
支
援
、
子
育
て
応
援
、

雇
用
創
出
、
企
業
誘
致
な
ど

多
く
の
独
自
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
町
の
存
続
を
か
け
、

定
住
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

視
察
目
的　

①
舞
鶴
市
に
お

け
る
基
地
関
連
施
設
の
概
要

に
つ
い
て
②
自
衛
隊
舞
鶴
基

地
の
市
及
び
市
民
へ
の
影
響

等
に
つ
い
て
③
市
民
と
の
交

流
等
に
つ
い
て
④
市
民
へ
の

情
報
提
供
及
び
安
全
対
策
等

に
つ
い
て

視
察
先　

①
京
都
府
舞
鶴
市

②
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
隊

市
の
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

②
定
住
化
対
策
に
お
い
て

様
々
な
施
策
が
必
要
と
さ
れ

る
中
、
教
育
環
境
の
充
実
が

有
効
と
の
意
見
が
多
く
、
本

市
の
教
育
を
高
め
る
上
で
、

小
中
一
貫
教
育
、
英
語
特
区

な
ど
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る

池
田
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

各
施
策
の
計
画
段
階
で
は
理

解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

担
当
者
の
情
熱
で
実
現
し
、

小
学
校
の
英
語
教
育
で
は
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
ア
ン
ケ
ー

ト
で
「
楽
し
い
」
と
答
え
る

ま
で
に
至
っ
た
。
小
中
一
貫

に
関
し
て
も
、
指
導
の
不
連

続
性
を
解
消
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

視
察
目
的　

①
み
の
か
も
定

住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

②
定
住
化
の
促
進
に
つ
い
て

視
察
先　

①
岐
阜
県
美
濃
加

茂
市
②
岐
阜
県
揖
斐
川
町

視
察
日　

平
成
26
年
７
月
30

日
（
水
）
〜
31
日
（
木
）

①
定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、

平
成
20
年
に
総
務
省
が
策
定

し
た
制
度
で
、
人
口
50
万
人

程
度
の
都
市
が
中
心
と
な
り
、

生
活
・
経
済
面
で
か
か
わ
り

の
深
い
周
辺
市
町
村
と
地
域

全
体
で
、
人
口
定
住
に
必
要

な
生
活
機
能
の
確
保
に
取
り

組
み
、
特
別
交
付
税
で
財
源

措
置
さ
れ
る
。
市
は
、
周
辺

７
町
村
と
平
成
21
年
か
ら
協

定
を
結
び
、「
み
の
か
も
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
各

種
運
動
教
室
、
ま
た
身
近
な

公
民
館
や
地
域
会
館
を
利
用

し
た
中
規
模
駅
・
小
規
模
駅

で
行
っ
て
い
る
健
康
教
室
や

椅
子
に
座
っ
て
無
理
な
く
で

き
る「
ら
く
ら
く
体
操
教
室
」

な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

視
察
目
的　

①
八
尾
市
指
定

文
化
財
安
中
新
田
会
所
跡
旧

植
田
家
住
宅
に
つ
い
て

②「
教
育
の
ま
ち
池
田
」
に

つ
い
て

視
察
先　

①
大
阪
府
八
尾
市

②
大
阪
府
池
田
市

視
察
日　

平
成
26
年
７
月
９

日
（
水
）
〜
10
日
（
木
）

①
福
生
市
で
は
古
民
家
を
取

得
し
て
お
り
、
公
開
方
法
や

学
校
等
の
活
用
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
八
尾
市
に
お
い
て

も
古
民
家
活
用
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
現
地
を
視
察
し
ま

し
た
。
J
A
Z
Z
コ
ン
サ
ー

ト
や
落
語
会
な
ど
色
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
催
し
、
多
く
の
市

民
に
来
場
い
た
だ
き
、
八
尾

視
察
目
的　

①
第
三
セ
ク
タ

ー
北
条
鉄
道
と
住
民
の
連
携

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
②
公
園
施
設
管
理
に
つ
い

て
・
赤
穂
市
の
都
市
景
観
に

つ
い
て

視
察
先　

①
兵
庫
県
加
西
市

②
兵
庫
県
赤
穂
市

視
察
日　

平
成
26
年
5
月
14

日
（
水
）
〜
5
月
15
日
（
木
）

①
第
三
セ
ク
タ
ー
で
運
営
の

北
条
鉄
道
は
、
加
西
市
の
ほ▲兵庫県赤穂市の都市景観について視察

　

福
生
市
議
会
で
は
、
全
国

の
市
町
村
の
特
色
あ
る
施
策

を
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

参
考
に
す
る
た
め
委
員
会
等

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
常
任
委
員
会
及

び
特
別
委
員
会
が
先
進
地
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
視
察
報
告
書
の
本

文
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぼ
中
心
に
あ
る
北
条
町
駅
以

外
（
7
駅
）
は
無
人
駅
で
、

現
在
の
旅
客
割
合
は
、
50
％

が
市
内
外
に
通
学
さ
れ
る
学

生
。
通
勤
な
ど
の
利
用
は
10

％
以
下
だ
が
、
公
共
交
通
を

良
く
し
な
け
れ
ば
、
ま
ち
の

衰
退
に
つ
な
が
る
と
い
う
考

え
の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

駅
長
、
イ
ベ
ン
ト
列
車
な
ど

の
施
策
を
展
開
。
我
が
市
に

お
い
て
も
こ
う
し
た
動
脈
と

な
る
鉄
道
を
住
民
参
加
で
盛

り
上
げ
る
こ
と
は
プ
ラ
ス
に

な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

②
赤
穂
市
の
公
園
管
理
に
つ

い
て
は
指
定
管
理
者
が
ま
と

め
て
行
い
、
管
理
、
整
備
費

用
の
削
減
と
共
に
緑
化
啓
発

事
業
を
進
め
る
方
針
で
、
一

つ
の
方
法
と
し
て
参
考
と
な

る
。
樹
木
剪
定
の
講
習
会
や

市
民
参
加
の
花
と
緑
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
。

・
歴
史
的
、
文
化
的
な
環
境

を
最
大
限
に
利
用
し
な
が
ら

風
格
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
標
に
酒
蔵
を
中
心

に
整
備
さ
れ
た
地
区
を
現
地

視
察
。
道
路
の
美
装
化
、
助

成
金
を
活
用
し
た
住
宅
改
修
、

住
民
参
加
に
よ
る
街
並
み
整

備
な
ど
、
し
っ
か
り
合
意
形

成
さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
の

増
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

視
察
目
的　

①
認
知
症
思
い

出
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
②
健
康

の
駅
よ
こ
て
に
つ
い
て

視
察
先　

①
岩
手
県
奥
州
市

②
秋
田
県
横
手
市

視
察
日　

平
成
26
年
10
月
16

日
（
木
）
〜
17
日
（
金
）

①
奥
州
市
は
認
知
症
高
齢
者

が
増
え
続
け
る
中
、
介
護
者

や
実
態
調
査
か
ら
自
宅
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
居
場
所

が
欲
し
い
と
の
声
か
ら
認
知

症
カ
フ
ェ「
思
い
出
カ
フ
ェ
」

を
設
置
し
、
本
人
や
家
族
が

気
軽
に
立
ち
寄
り
、
地
域
の

方
々
や
専
門
職
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
、
支
援
が
受
け

ら
れ
る
居
場
所
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

②
横
手
市
は
要
介
護
認
定
の

要
因
に
お
い
て
、
脳
卒
中
・

認
知
症
・
骨
折
・
骨
関
節
疾

患
が
多
い
こ
と
か
ら
、
健
康

を
テ
ー
マ
と
し
た
交
流
拠
点

を
「
健
康
の
駅
」
と
し
て
介

護
予
防
・
健
康
増
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
大
規
模
駅

で
行
っ
て
い
る
３
ヵ
所
の
ト

視
察
日　

平
成
26
年
6
月
25

日
（
水
）
〜
26
日
（
木
）

舞
鶴
市
は
、
戦
前
は
旧
帝
国

海
軍
と
共
に
、
戦
後
は
昭
和

27
年
に
海
上
自
衛
隊
の
基
地

が
開
設
さ
れ
発
展
し
た
。
現

在
、
舞
鶴
地
方
隊
に
は
航
空

基
地
や
海
上
訓
練
指
導
隊
、

教
育
隊
な
ど
の
施
設
が
あ
り

隊
員
数
は
市
人
口
の
４
・
１

％
に
あ
た
る
約
３
千
７
百
人

が
駐
留
。
国
か
ら
の
基
地
交

付
金
は
、
福
生
市
の
10
％
に

あ
た
る
約
１
億
６
千
３
百
万

円
。
そ
の
他
、
当
市
同
様
防

衛
補
助
事
業
（
8
条
）
助
成
、

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
（
９
条
）
の
交
付

を
受
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
艦
船
の
修
理
や
施

設
工
事
物
資
の
調
達
な
ど
、

雇
用
を
含
め
地
元
経
済
の
支

え
と
も
な
っ
て
い
る
。
市
民

と
の
交
流
で
は
、
多
く
の
友

好
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
強

い
絆
が
築
か
れ
て
お
り
、
舞

鶴
市
が
海
上
自
衛
隊
と
の
共

存
共
栄
を
基
本
と
し
て
い
る

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

定
住
化
対
策

特
別
委
員
会

定
住
化
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

▲海上自衛隊舞鶴地方総監部（海軍記念館前）

編
集

後
記

総
務
文
教
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

▲岩手県奥州市の「思い出カフェ」を視察

▲大阪府八尾市の旧植田家住宅を視察

▲岐阜県美濃加茂市の「みのかも定住自立圏共生ビジョン」を視察




